
減
少
し
過
去
十
年
間
で
最
小
と
な
っ
た
。

で
前
年
の
二
百
九
件
か
ら
（
７
・
７
％
）

○
冬
道
の
ド
ラ
イ
ブ

（
福
島
民
報
新
聞
に
掲
載
）

負
傷
者
は
十
三
人
減
っ
て
二
百
四
十
四
人

）
減
っ
た
。
死
者
は
前
年
と
同
じ
一
人
。

二
十
四
件
か
ら
百
二
十
件
（
１
０
・
７
％

物
損
事
故
が
千
四
百
件
で
、
前
年
の
千
百

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
急
増
し

て
い
る
こ
と
を
受
け

、
県
は
警
報
を
発

人
身
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
百
九
十
三

　
田
村
署
管
内
で
の
平
成
二
十
三
年
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意

人
身
事
故
百
九
十
三
件

○
家
族
が
患
者
と
接
触
す
る
と
き
は

、

　
し
な
い
よ
う
に
す
る

。

　
る
と
き
は

、
き
ち
ん
と
マ
ス
ク
を

。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
そ
な
え

減
少
傾
向
に
つ
な
が
っ
た
と
み
て
い
る
。

係
機
関
や
団
体
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
が

警
察
官
に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
、
関

学
校
、
事
業
所
と
連
携
し
た
安
全
指
導
、

　
な
り
や
す
い
年
寄
り
子
ど
も
に
接
触

　
て

、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

。

め
る
有
資
格
者
の
配
置
。

②
、
建
設
機
械
、
ク
レ
ー
ン
の
運
転
及

し
た
。
田
村
署
は
老
人
会
や
田
村
医
師
会

件
、
物
損
十
三
件
）
で
前
年
比
一
件
減
少

酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
十
七
件
（
人
身
四

年
よ
り
五
件
多
い
四
十
二
件
だ
っ
た
。
飲

び
玉
掛
け
作
業
に
つ
い
て
、
法
令
で
定

○
同
居
す
る
他
の
家
族

、
特
に
重
症
に

作
業
場
所
の
地
形
等
の
調
査
に
基
づ
く

等
を
盛
り
込
ん
だ
作
業
計
画
と
実
施
。

症
状
が
出
た
場
合
は
早
急
に
医
療
機
関

○
外
出
し
た
後
は

、
こ
ま
め
に

、
て
い

　
ね
い
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

。

で
受
診
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る

。

運
行
経
路
、
作
業
方
法
、
立
入
禁
止
柵

○
せ
き

、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ

　
よ
う
に
す
る

。

○
熱
が
下
が

っ
て

、
症
状
が
治
ま

っ
て

　
能
性
が
あ
る
た
め

、

　
も
2
日
程
度
は
他
の
人
に
う
つ
す
可

　
に
手
を
洗
う

。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
ら

 
自
宅
で
静
養
す
る

を
設
置
、
作
業
床
の
設
置
が
困
難
な
場

行
う
と
き
は
、
足
場
等
に
よ
り
作
業
床

①
、
墜
落
の
恐
れ
が
あ
る
高
所
作
業
を

○
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

　
マ
ス
ク
を
し
て
世
話
の
後
は
こ
ま
め

盛
り
込
ん
だ
作
業
計
画
の
作
成
実
施
。

○
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と

。

え
等
の
設
置
方
法
の
危
険
防
止
措
置
を

年
度
末
労
働
災
害
防
止
月
間

本
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

間
中
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
活
動
の

地
山
等
の
崩
壊
等
の
防
止
措
置
を
盛
り

等
の
事
前
調
査
に
基
づ
く
作
業
方
法
、

す
り
、
さ
ん
、
ま
た
は
ふ
た
を
設
置
。

②
、
開
口
部
、
作
業
床
端
等
に
は
、
手

の
使
用
を
徹
底
。

合
は
、
安
全
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
安
全
帯

で
締
め
く
く

令
し
て

、
体
調
管
理
や
手
洗
い

、
う
が

①
、
車
両
系
建
設
機
械
に
よ
る
作
業
は

○
建
設
機
械
・
ク
レ
ー
ン
等
災
害
防
止

中
さ
ん
、
幅
木
等
の
実
施
。

③
、
足
場
を
設
置
す
る
場
合
、
て
す
り

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、

興
工
事
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
労
働
災
害
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
度
末
は
、
多
く

込
ん
だ
作
業
計
画
の
作
成
と
実
施
。

②
、
地
山
の
掘
削
作
業
は
、
作
業
箇
所

た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
旧
・
復

工
事
が
輻
輳
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
ま

の
工
事
が
完
工
時
期
を
迎
え
、
様
々
な

い

、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
予
防
に
努
め

強
調
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
期

で
を
「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止

故
・
無
災
害

一
層
の
推
進
を
図
り
、
年
度
末
を
無
事

転
で
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

車
だ
か
ら
と
い
っ
て
過
信
せ
ず
、
安
全
運

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、
４
Ｗ
Ｄ
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
装
着

は
行
わ
ず
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て

方
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
は
前

だ
っ
た
。
発
生
件
数
や
負
傷
者
が
減
る
一

な
ど
の
「
急
」
の
つ
く
操
作

ハ
ン
ド
ル
や
、
急
ブ
レ
ー
キ

時
間
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
急

　
降
雪
や
凍
結
を
想
定
し
て

さ
い
。

に
し
て
く
だ

迎
え
る
よ
う

り
新
年
度
を

　
せ
き
エ
チ
ケ

ッ
ト
を
忘
れ
ず
に

。

○
ま
わ
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

、

に
基
づ
く
作
業
順
序
、
切
断
方
法
、
控

体
作
業
は
、
構
造
物
の
状
況
等
の
調
査

①
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
工
作
物
解

○
倒
壊
・
崩
壊
災
害
の
防
止
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